
 

  

1. 待望の開校へ 緑園義務教育校 2022年 4 月(小中一貫校) 

設計が3月に出来上がり、2019年度は建築予算6億円計上へ、秋には建設が始まります。また 15,000人の要望活動を記

念し、モニュメント作成をするため、緑園都市開発企業に協力をお願いして、記念時計塔などの設置協議を開始します。 
 
２. 旧深谷通信所跡地開発 

平成26年6月にアメリカ軍から返還された、直径1キロの円形形状の面積77ヘクタールの広大な土地です。平成30年

2 月に利用計画を策定し、今年度から環境アセスの手続きに入ります。都市インフラも何もない状態で、今年度は水洗トイ

レを中央バス停に作ります。暫定利用の少年野球は今年もまた募集します。また今までにない暫定利用としてサッカー

場を横浜市サッカー協会が作ります。 

跡地利用計画を踏まえ、健康道つくりにも寄与する外周道路（延長 3km、幅員 50ｍ、標準部として 2 車線車道・歩道・ジョギ

ング道・自転車道）などを作ります。 
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3. 子どもたちが安全安心に通学するスクールゾーン整備 

通学路交通安全対策事業として 10 か所の整備をします。 

3-1. 萩丸交差点(伊勢山小) 3-2. 中田東 4-57から中田北 2-14 までの 450ｍ(東中田小) 

3-3. JA南総合センターの向かい側((中田中の外周道路に) 3-4. 赤坂橋交差点(中和田南小)等 
 
4. 市民との協同・地域防災の要消防団の消防器具置場の整備 

年間数棟建設から十数棟建設へと市民協同への取り組み強化を図り、 

4-1. 上飯田南 4-2. 中田踊場地域などの消防器具置場を新築へ 
 
5. ボトムネック道路混雑の解消へ 

5-1. 中田さちが丘線の岡津交差点から緑園都市に向かう渋滞場所の工事開始 2020 年度開通へ 

5-2. 権田坂和泉線の新橋西田交差点から岡津・それから名瀬までの歩道付きの工事は 2022年開通 

5-3. 環状 3号線のすでに用地取得されている中田北 2丁目あたりから整備 
 
6. 長後街道の電線地中化の推進（電線共同溝） 
 
7. ゲリラ豪雨による浸水解消に和泉川・阿久和川の河川改修 

7-1. 和泉川の大坪橋から新幹線直下まで新河川に通水し、浸水解消へ 

7-2. 阿久和川の慶林橋あたりの護岸整備を 
 
8. 用途地域の柔軟な見直しで買い物難民解消 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の権限が神奈川県からの移譲を受け、横浜市が行う用途

地域の見直しを柔軟に行い、最低敷地制限の見直しやコンビニもできない場所の解消を 
 
9. 和泉西部地域のかもめパーク歩行者用信号機設置と上飯田 28 号線の拡幅 

9-1. 神奈川県サッカー協会が作ったサッカー場や和泉西部町内会が権田坂和泉線の開通により分断

をされてしまった所に歩行者用の信号を設置しました。 

9-2. 和泉川の改修後に旧河川を埋め、車のすれ違いの出来ない上飯田 28 号線を拡幅します。 

旧上瀬谷通信施設に国際園芸博覧会の誘致を 

花と緑にあふれる環境先進都市 ヨコハマを目指し 都市緑化ヨコハマフェアの成功（600万人誘客）を 

ガーデンシティ横浜へ 新たに「横浜ローズウィーク」開催（2019年 3月～6月）を経て 

●国際園芸博覧会の誘致推進組織の設立をして 2026年の開催を目指します。 

●魅力あふれる新しいテーマパークを誘致します。 

●瀬谷駅を起点に博覧会会場や新テーマパークへ通じる新交通システムの導入を検討します。 
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